
実施期間　　平成28年９月14日～９月30日
対象事業者数　　15事業者
回答事業者数　　15事業者（100%）

①希望する連携内容
想定される頻度・範囲・量等 想定される課題

・利用児童が卒室する時、保護者が連携施設にての受け入れを希望
した場合の受け入れ。

・連携園になった所が地理的に条件が合うかどうか。
・卒園後に連携施設を利用しない家庭が出てくるなど、受け入れ施設側の定員設定が不明瞭になる。
・今後小規模施設が増えると既存園の３歳児以降のクラス定員を大幅に増やさないと吸収できない。同時に受入
れ側に連携推奨（義務）をするなどしないと契約に至らないことも考えられる。
・受け入れ施設は定員割れ覚悟で受皿を確保する必要があり、職員確保、人件費が負担となるのでは。
・利用児童がスムーズに新しい環境に慣れることが出来る様、事前の連携が必要だと思います。

・半年に１回、年に２・３回設けられるといい。
・年次休暇、土曜保育、緊急一時保育
・年間を通して早朝（７時～９時）の時間帯、夕方（17時～19時）の時
間帯。配偶者控除内契約の職員が出勤できなくなるのは10月～11
月。
・最低の職員配置をしているので、ローテーションが回らなくなることも
あり、必要時に対応できないことも実態としてあった。

・代替保育の際、ケガをした時の対応や、内容について話し合い、きちんとした契約が必要。公定価格に含まれる
連携施設に関する費用で設定できるか不安。
・知らない先生が突然来ると子供が人見知りして、保育にならない。
・派遣される職員も子どもの情報がないと安全な保育ができない。
・給与・規則が違うことによるトラブル。
・小規模ゆえに要請のみ（一方的）になることが考えられる。
・終日代替保育で過ごすことは、児童にとって負担が大きいので、代替者の派遣や、２歳児は半日利用等、柔軟な
対応をお願いしたいが可能かどうか。
・連携園においても余分な人員を配置する余裕がない場合、対応できない事態も起こるので、自園でやりくりする
体制を考えていく必要がある。
・病気の場合は当日など急なので、お願いすることが可能なのか不安です。

・月１回。
・季節の大きな行事に参加させていただきたい。

・近い園でないと行けない。
・受け入れ側の負担。スペースの点等から、理解や整備されていないと、負担や混乱を生じ、押し付けてしまうこと
にならないか。

・月に１度、１～２時間程度。
・緊急でご相談させていただきたいことがあった時はご連絡をさせて
いただくこともあるかと思いますが、特にない場合は年に数回お話し
できればと思います。

・年に１度の行事のため５回程度。
・前日までには連絡させていただき、連携施設のご都合をうかがった
上で出かけさせていただきたいと思います。園庭で行う消防車が来て
の消火訓練などの避難訓練があったら見学に伺いたいです。

・行事が重なる。
・公園よりも児童数が多く遊具なども充実しているので、通常の散歩の公園以上に注意を払う必要があると思いま
す。
・連携施設の児童にどこまで関わって良いのか、事前に話し合うことも必要だと思います。

・今までは年に４、５回希望者あり。全員希望したとしても５人。
・連携園でのトラブルの対応。
・連携園の負担、子どもたちの負担。

・現在健康診断のため、歯科診断も必要。
・６ヶ月に１回。

・遠い園では行くのが困難。

・児童12名全員が避難できるかどうか。

②連携を希望する施設
回答数 回答数

2 4
2 1
1 1
1 1
1 1
1 2
1 1
1 1
2 1
1
1
1芝久保保育園

はこべら保育園 田無富士見幼稚園
ほうやちょう保育園 ひなぎく幼稚園
田無保育園
みどり保育園

やぎさわ保育園 武蔵野どろんこ保育園
こまどり保育園 レイモンド田無保育園
けやき保育園 田無向ヶ丘幼稚園

ひばりが丘保育園 柳橋保育園
なかまち保育園 和泉保育園
向台保育園 田無ひまわり保育園

一時避難場所　（１件） ・火災など、突然避難しなければならないことが生じた場合のため。

施設名 施設名
すみよし保育園 田無北原保育園

施設の開放　（３件）
・行事の練習や発表会で外部のスペースを借りるのにお金がかか
り、抽選なので予定がたてづらい。
・保育室には園庭がないので、散歩で伺えるとありがたいです。

土曜日の保育希望者の
受入　（３件）

・週６日保育園に拘束されるのは難しいから。
・土曜日保育を希望する児童は少数で、そこに保育士２名、調理１
名を配置するのは難しいから。

健康診断等の合同実施
（３件）

・病気の早期発見と予防のため。
・近くの緊急時にいつも診てもらえる医院に嘱託医として診てもらっ
ているが、待ち時間が長く、種々の面で大変な為。

代替保育の提供　（６件）

・従事者が病気・ケガ・慶弔等で保育が困難な時に、連携施設で保
育の提供が受けられるように。
・経営上、余裕のある職員数を確保できないため、職員の急な退
職、配偶者控除内勤務など短い期間だけ保育士数の確保が困難な
時期があるため。

行事等への参加　（６件）

・集団との交流、新しい発見、体験を子ども達にさせたい。
・小集団の利用児童が卒園後スムーズに次の大きな集団に溶け込
めるよう。問題行動への解決を探る為。
・単調になりがちな日々の保育の中に、（小さいながらも色々なもの
をみたり、きいたり、体験したり）変化や、刺激を与えたい。

保育内容等の相談・助
言 （４件）

・質の向上のため。
・栄養士・保健師が常駐していない為。
・保育室が小さく、保育士の人数も少ないので、偏った保育内容や
家族支援になることのない様、困ったときにはご相談させていただ
けるとありがたいです。

■連携施設確保に関する事業者意向調査集計

連携内容 主な理由

３歳以降の受皿　（11件） ・保護者の不安解消のため。

資料 ３ 


